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１．�はじめに

⑴　B2B企業ブランド
　ブランディングは消費財の分野で生まれた概念

であり、製品に対する付加価値や顧客との関係性

構築と密接に関連付けられてその理論を発展させ

てきた（Farquhar［1989］）。その一方でブラン

ドは、主として感情的な価値に関連付けられてお

り、従来合理的なプロセスと考えられていた、企

業間取引における組織の意思決定プロセスに対し

ての影響は、小さいと考えられていた（Leek 

and Christodoulides［2011］）。

　しかし近年では、B2B市場においても企業ブラ

ンドが購買意思決定へ影響していること、特にス

　企業ブランドは無形資産の重要な一部だが、B2B企業における企業ブランド価値と業績の関連についてはいま
だ不明な点が多く、その機能や投資価値の評価についての実証研究は進んでいない。本稿では名刺所有者による
B2B企業ブランド評価指数とROAの関係を分析した。その結果、企業ブランド指数とROAの間に正の関連があ
ること、またブランド指数の高い企業は利益率が高く回転率が低い「ブランド戦略」を成立させていることが分
かった。本稿は本文と補論で構成されており、詳細を補論で述べている部分については本文中に注が付されてい
る。
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